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An observation of the environmental and geographical variation between Niger and Benin, 
using a motor vehicle along a southward trajectory from Niamey to Cotonou in February 2006
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キーワード
環境地理的変異（Geographical variation），ベナン共和国（Republic of Benin），ニジェール共和国
（Republic of Niger）
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図 1 　サハラ以南の中央アフリカ～西アフリカにおける自然地域区分（Toupet, 1992; Mainguet, 1995にもとづく）





















2 － 1 　調査地域
内陸国であるニジェール共和国の首都ニアメイ
は北緯13度，東経 2 度に，ベナン共和国の最大







帯（ITCZ, Inter-Tropical Convergence Zone）
とよばれる。西アフリカの熱帯収束帯は年間を
通じて南北方向に変動する。すなわち，ITCZ






























国道 7 号線（RN7）を南下した（図 2 ）。ベナン





















2006年 2 月 2 日に発ち南下した。国境の町ガヤ
を経由してベナン共和国に入国し，ルート南端
のコトヌーには 2 月 9 日に到着した。途中のガ
ヤ周辺では数日間，野外調査をおこなった。ギ
ニア湾岸のコトヌーからの復路は往路と同じ
ルートである。コトヌーを 2 月10日に発ち， 2
月11日にニアメイに到着した。
3 　結果














2 月 1 日と 2 日のニアメイの天候は霞がかか
る晴れ，北からの弱風が吹いていた。








































































写真 1 　乾燥サバンナの景観，ゲゼルボディ村付近（2006年 2 月 2 日筆者撮影）
写真手前の灌木には落葉樹と常緑樹が混じる。向こうの台地縁の斜面の樹木はほとんどが落葉樹である。乾季の末期には落葉する
樹木の割合がさらに増えると予想される。この地点 2 の位置は図 2 参照。
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写真 2 　バラ村はずれの緩斜面の植生景観（2006年 2 月 2 日筆者撮影）
バラ村はずれの台地縁から撮影。写真 1 同様に，乾季の典型的な空模様で，細かい砂が空中に舞い，遠くが霞んでいる。手前の広
い緩斜面の樹木の大半はサバラを中心にした落葉樹である。向こうに望まれるダロルフォガ―Dallol Fogaとよばれる大規模な涸
れ川で，凹地をなす―には背の高い常緑樹が多い。この地点 3 の位置は図 2 参照。
写真 3 　バラ村はずれの緩斜面の畑地（2006年 2 月 2 日筆者撮影）
とり残された株から，前年にはトウジンビエが植えつけられ収穫されたと思われる。畑中のサバラの樹が緑の葉を茂らせている。
周りの落葉しかけた樹々と好対照をなす。





































2 月 5 日，ガヤの北のある村で，畑の一部に
火入れがなされている現場を目撃した。その後
にトコエバングー村を訪れた際には，村人とと
写真 4 　緩斜面の畑の中のガオ，バラ村（2006年 2 月 2 日筆者撮影）
写真中央は畑のなかの葉を茂らせたガオの樹。もろこしの茎が畑地に寝かせてある。この畑は前年，トウジンビエともろこしの混
作がおこなわれたと思われる。畑にはガオの他にガムサ（ザルマ語，果樹）がみられる。乾季には黄砂のような空模様が多いなか，
この日の空は微細な浮遊物が少ない分だけ，青色が増していた。この地点 3 の位置は図 2 参照。
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写真 5 　沿道でみられた刈り跡放牧，地点 3 と地点 4 の間（2006年 2 月 2 日筆者撮影）
どこからともなく現れた，フルベ族がつれてきた家畜の群れがゆっくりと移動する。写真右手中景には，牛といっしょに移動する
羊がみられる。灌木はザルマ語でサバラとコソレイとよばれる樹木が主である。
写真 6 　ガリー岸で観察されたシロアリ塚，トコエバングー村（2006年 2 月 3 日筆者撮影）
他所でのシロアリ塚の観察例を参考にすれば，この地点で当初，ガリー岸にシロアリ塚が形成されたとは考えにくい。塚の形成後
にガリー侵食がおこったと推測される。





















3 － 3 　ガヤ～コトヌー間の移動観察
ガヤ（Loc.4）～地点 5 （Loc.5）


















写真 7 　カリテの樹，トコエバングー村にて（2006年 2 月 5 日樹冠にカメラを向けて筆者撮影）
葉に生気はないものの，数多くの葉をつけたままのカリテの樹。花期を終えたばかりだが，一部に小さなクリーム白色の花が残っ
ている。独特の樹皮模様が写真右下（樹幹）にみられる。
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写真 8 　火入れ後まもない畑，ガヤ近郊にて（2006年 2 月 7 日筆者撮影）
黒焦げた部分が畑中にパッチ状に観察される。雑草，トウジンビエ，もろこしなどの残滓が周りから掻き集められて燃やされた可
能性がある。乾季の典型的な空模様で，雲はないが，サハラから飛来する細かい砂塵が浮遊している。
写真 9 　火入れ直後の灌木林，地点 5 （2006月 2 月 8 日筆者撮影）
地表は黒焦げであるが，樹幹や樹冠部分には枯葉がついたままである。落葉樹が大部分を占める。写真中央の高木は，下部（地表
から約2ｍ高までの樹幹）が燃えたと思われる。地点 5 の位置は図 3 参照。
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写真10　火入れ直後の芽生え，地点 5 （2006月 2 月 8 日筆者撮影）
地面は黒焦げであるが，枯葉（落葉）に覆われている。手前に，直立した植物（名前は不明）の芽生えが観察される。地表の枯葉
は落葉が進行中であることを示している。スケールは写真下のボールペン。
写真11　道路脇の小型のシロアリ塚，地点 5 （2006月 2 月 8 日筆者撮影）
舗装された道路両脇にシロアリ塚がみられる。道端だけではなく，国道から離れた林床にも多数の同型のシロアリ塚が観察され
た。道路向こう（北側）を 2 人が歩いている。
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写真12　シロアリ塚，地点 5 （2006月 2 月 8 日筆者撮影）
茶灰色の塚表面に多数の穴がみられる。放棄された塚であると思われる。塚の形は釣鐘型である。
写真13　煙が立ちのぼる叢林，アルファクワラ村，地点 6 （2006月 2 月 8 日筆者撮影）
高木に登っている筆者から煙の地点までは，およそ数10ｍ～100ｍの距離である。道路脇から炎は観察されなかったが，火入れであ
る可能性が高い。手前には黒焦げの地面がひろがる。この地点 6 の位置は図 3 参照。
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瞬「Air freshener Tokyo lemon」の文字入り
の品（缶詰）に視線を落としたが，商人に「要
らない」と答えると，彼は立ち去った。








































― 107 ―― 106 ― 流通経済大学論集　Vol.48, No.2
(240)




写真15　山と積まれた綿花，カンディ（2006月 2 月 8 日車中から筆者撮影）
塀で囲われた広大な敷地内に，綿花が大量に積まれている。綿花の集積場であろう。手前国道の路肩に，綿の破片がころがってい
る。雑草にもまとわりつくような綿の破片は，道の両側で連続的に観察された。この地点 8 の位置は図 3 参照。
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(241)
写真16　トタン屋根の民家，プティパリ村付近のある村（2006月 2 月 8 日車中から筆者撮影）
屋敷内の緑の高木の多くはインドセンダンである。写真手前，道路下を小さな涸れ川がくぐっている。涸れ川床に水流はない。川
床には水を得るための簡易手掘り井戸がみられた。この地点の位置は地点 8 と 9 の間（図 3 ）。
写真17　樹林におおわれた丘陵，ベンベレケ村付近（2006月 2 月 8 日筆者撮影）
ベンベレケ村中心から北に数ｋｍの地点（地点 9 ，図 3 ）。標高およそ500ｍの斜面の樹林は，一般的な乾季のサバンナと様相が異
なる特異な景観をつくりだしている。手前の緩斜面には綿花が積まれている。









































が 見 え た。 地 図 を 参 照 す る と， 標 高500 ～
600mの山であると推測される。国道RNIE2
は，カンディからサヴェ（Save）まで，標高





















































が サ ヴ ェ の 売 店 で 聞 い た 1 kgあ た り200～
400CFAはローカルな値段である，とも話し

























写真18　 4 つのドーム状岩山，サヴェ（2006月 2 月 8 日車中から筆者撮影）
写真左，霞空のかなたに雲の塊がぼやけて見える（白黒写真ではさらにぼやけて，判別できない）。この辺りでも依然として，道路
両脇に綿花の破片が散らばっている。
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写真20　空に浮かぶ積雲，コトヌーの北およそ100km地点（2006月 2 月 9 日筆者撮影）
写真向こうは北側。視界が開けてきて青空が広がってきた。植生が密になってきた。右手の林は植林地と思われる。














































ニジェール共和国～ベナン共和国間の環境地理的変異（ 1 ） ― 113 ―― 112 ―
(247)






― PB ―― 114 ― 流通経済大学論集　Vol.48, No.2
(248)
参考文献
Chinen, T. (1999): Recent accelerated gully erosion and 
its effects in dry savanna, southwest of Niger.  In 
Hori, N. (ed.): Human response to drastic change 
of environments in Africa.  Report supported by 
Grant-in-Aid for International Scientific Research 
of Japanese Ministry of Education, Science, Sports 
and Culture, Tokyo Metropolitan University, 67-
102.
IGN Cotonou et IGN Paris (2000): République du Bénin, 
carte générale à 1 : 600000. IGN (France) et IGN 
(Bénin).
Mainguet, M. (1995): L’homme et la sécheresse. Masson, 
Paris, 335pp.
Toupet, C. (1992): Sahel. Nathan, Paris, 192pp.
